
介
・
概
説
さ
れ
て
い
る
が
、
西
匙

な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、

社
会
衛
生
学
が
現
代
に
も
通
じ
る
思
想
的
基
盤
を
有
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
や
対
象
お
よ
び
具
体
的
内
容
や
方
法
に
お
い

て
は
、
現
代
の
衛
生
行
政
や
健
康
政
策
と
も
共
通
す
る
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
課
題
意
識

に
も
と
づ
い
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
の
展
開
と
そ
の
思
想
的
特
質
を
、
西
欧
近
代
の
社
会
衛
生
学
理
論
や
日
本
の
具
体
的
な

衛
生
思
想
に
即
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
社
会
医
学
史
研
究
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試

（
１
１
）

（
叩
〆
』
）

（
ウ
⑪
）

医
史
学
研
究
に
お
け
る
社
会
医
学
研
究
は
、
盟
帰
弓
巽
》
国
．
Ｐ
シ
９
国
’
百
①
の
三
両
出
、
ゞ
詞
○
の
①
貝
⑦
・
ら
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
す
す
め
ら
れ
て

（
４
）

き
た
が
、
日
本
に
お
け
る
社
会
医
学
史
研
究
は
、
橋
本
正
己
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
総
括
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
う
る
も

の
の
、
個
別
課
題
に
つ
い
て
は
よ
り
具
体
的
な
研
究
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
と
く
に
、
こ
ん
に
ち
の
公
衆
衛
生
思
想
や
医
療

（
Ｐ
３
）
（
《
ｂ
）

保
障
制
度
の
理
論
的
基
礎
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
と
み
ら
れ
る
「
社
会
衛
生
学
」
に
つ
い
て
は
、
三
浦
豊
彦
や
川
上
武
ら
に
よ
っ
て
紹

介
・
概
説
さ
れ
て
い
る
が
、
西
欧
近
代
の
社
会
衛
生
学
と
の
関
係
や
日
本
の
社
会
衛
生
学
の
特
質
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
論
及
は
、
十
分
に

近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
の
展
開
と
そ
の
特
質

課
題
の
設
定

卿
髄
秒
櫛
訓
蝿
唾
籠
平
成
六
年
一
月
十
Ⅲ
受
付

瀧

澤

利

行

lll （3）



（
｜
）
西
欧
近
代
衛
生
学
の
発
展
と
社
会
衛
生
思
想
の
成
立

西
欧
に
お
い
て
、
「
衛
生
学
」
が
科
学
と
し
て
承
認
を
得
て
、
大
学
医
学
部
の
正
規
教
科
と
し
て
開
設
さ
れ
、
専
門
講
座
が
設
置
さ
れ
た
時

期
は
、
一
八
六
○
年
代
後
半
か
ら
一
八
七
○
年
代
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
近
代
衛
生
学
は
、
人
間
の
自
然
性
へ
の
回
帰
や
道
徳
的
行
為
へ
の

信
頼
、
社
会
・
経
済
改
革
へ
の
推
進
の
動
向
と
、
軍
隊
管
理
の
合
理
化
の
動
向
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
二
つ
の
契
機
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立

基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
近
代
に
お
け
る
人
間
性
尊
重
主
義
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
と
国
家
主
義
と
に
共
通
す
る
促
進
条
件

（
７
）

と
し
て
衛
生
学
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

西
欧
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
の
成
立
は
、
一
八
世
紀
初
頭
以
降
の
疾
患
発
生
に
お
け
る
社
会
的
要
因
の
着
目
に
は
じ
ま
る
。
健
康
形
成
に

関
す
る
社
会
的
要
因
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
罰
四
日
闇
凰
昌
ゞ
国
・
の
『
技
術
工
・
商
人
の
疾
患
ｅ
①
ョ
日
宮
の
四
『
貝
言
ニ
ョ
島
四
目
冨
匡
（
一
七

○
○
年
）
が
各
種
職
業
性
疾
患
に
つ
い
て
体
系
的
に
論
述
し
た
労
働
衛
生
に
関
す
る
最
初
期
の
文
献
と
さ
れ
て
い
る
。
近
代
衛
生
学
に
お
け
る

社
会
的
諸
問
題
へ
の
論
及
の
萌
芽
は
、
ド
イ
ツ
の
卑
自
一
ハ
』
．
閃
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
・
彼
の
『
医
事
行
政
大
系
（
尊
禺
の
ョ
の
冒
閏
ぐ
○
房
国
。
‐

＆
帰
一
］
冨
巴
旨
冒
尉
呂
①
己
酉
冒
里
匡
（
一
七
七
九
年
～
一
八
一
九
年
）
は
、
妊
娠
・
出
産
・
小
児
の
健
康
上
の
管
理
や
衣
食
住
の
改
善
、
衛
生
施

設
の
設
置
、
事
故
予
防
な
ど
に
言
及
し
、
行
政
の
施
策
に
つ
い
て
種
々
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
は
一
般
衛
生
論
に
加
え
て
、

衛
生
行
政
論
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。
同
書
は
、
衛
生
学
の
社
会
的
機
能
に
論
及
し
た
文
献
の
噴
矢
と
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

同
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ぐ
時
９
．
］
・
］
・
が
『
哲
学
的
衛
生
学
田
扇
荷
邑
①
冒
旨
の
８
三
目
の
こ
（
一
八
二
八
年
）
を
著
し
、
衛
生
学
の
基

礎
と
し
て
の
人
間
性
重
視
と
道
徳
的
価
値
観
の
必
要
性
を
論
じ
た
。
ま
た
、
当
時
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
統
計
学
を
導
入
し
た
統
計
学
的
衛
生

学
が
成
立
し
は
じ
め
、
く
三
①
門
ョ
①
）
〕
．
”
・
ら
の
大
家
を
生
ん
だ
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
統
計
学
的
衛
生
学
の
振
興
は
、
衛
生
学
の
主
要
な
方
法

み
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
思
想
や
医
療
保
障
思
想
の
成
立
に
関
す
る
考
察
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
。

二
、
西
欧
社
会
衛
生
思
想
の
形
成
と
展
開
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と
し
て
の
統
計
学
的
手
法
が
定
立
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
う
る
。

西
欧
に
お
い
て
、
「
社
会
衛
生
（
印
ｏ
ｎ
里
耳
唱
ｇ
①
》
の
Ｏ
Ｎ
邑
①
国
愚
汚
己
の
）
」
概
念
が
通
用
し
だ
し
た
時
期
は
、
一
八
三
○
年
代
で
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
最
初
の
提
唱
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
確
定
で
は
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
八
三
八
年
に
詞
○
ｇ
ｏ
巨
〆

（
９
）
（
川
）

］
。
シ
・
が
、
一
八
四
四
年
に
甸
○
目
８
巨
戸
シ
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
著
の
中
で
同
概
念
を
論
じ
て
い
る
。

罰
〔
）
の
言
匡
×
は
、
人
間
が
「
社
会
的
動
物
」
で
あ
り
、
社
会
の
中
で
生
活
す
る
以
上
、
個
人
衛
生
の
必
要
と
同
時
に
法
的
、
行
政
的
側
面
か

ら
健
康
問
題
に
接
近
す
る
公
衆
衛
生
な
い
し
社
会
衛
生
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
た
。
團
貝
８
号
は
、
罰
○
目
目
×
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
に
、

年
少
労
働
者
や
成
人
労
働
者
が
置
か
れ
て
い
た
失
業
や
貧
困
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
健
康
な
状
態
の
解
決
を
社
会
衛
生
に
求
め
た
。

（
Ⅱ
）

ま
た
、
の
屋
叫
旨
〕
］
・
は
、
社
会
再
生
の
重
要
概
念
と
し
て
「
社
会
医
学
（
ぬ
。
、
芭
目
の
ｇ
ｏ
言
の
）
」
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
「
社
会
生
理
学
（
の
。
ｏ
邑

冒
涜
巨
○
陽
）
」
「
社
会
病
理
学
（
の
。
。
邑
冨
牙
○
さ
喝
と
「
社
会
衛
生
学
（
い
○
。
且
亘
唱
の
国
の
こ
「
社
会
治
療
学
（
の
ｏ
ｎ
国
一
号
①
国
冨
匡
に
分
類
し

た
。
の
ロ
叫
旨
の
場
合
に
は
、
「
社
会
衛
生
学
」
は
「
社
会
医
学
」
の
下
位
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
ド
イ
ツ
衛
生
学
の
展
開
と
社
会
衛
生
学

フ
ラ
ン
ス
社
会
衛
生
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
プ
ロ
シ
ャ
（
ド
イ
ツ
）
に
お
い
て
、
統
計
学
的
手
法
を
用
い
つ
つ
、
社
会
的
・
政
治
的
視
点

か
ら
社
会
科
学
的
衛
生
学
を
構
想
し
た
医
学
者
が
、
ｚ
の
巨
日
四
口
ロ
》
い
と
「
細
胞
病
理
学
」
の
主
唱
者
く
胃
言
）
雪
ゞ
詞
Ｆ
ｏ
で
あ
る
。
一
八
四

七
年
の
ｚ
①
皇
国
四
口
己
の
主
著
（
豆
①
竪
討
邑
農
目
①
（
肘
の
二
二
島
の
扁
巳
①
鴨
巨
且
§
印
画
帰
昌
目
ｇ
）
は
、
多
く
の
衛
生
学
徒
に
読
ま
れ
、
影
響
を

与
え
た
。
一
方
、
く
胃
呂
○
君
は
、
一
八
四
八
年
に
、
シ
レ
ジ
ア
地
方
の
衛
生
と
生
活
の
状
態
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
大
衆
の
衛
生
問
題

に
対
す
る
社
会
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
社
会
改
革
に
よ
る
対
応
の
必
要
を
、
「
公
衆
医
学
お
よ
び
伝
染
病
論
の
領
域
に
関
す
る
論
集
ａ
①
の
四
日
，

日
堅
房
醒
ｇ
ｍ
ａ
盲
信
９
ｍ
こ
の
号
目
⑦
①
豆
①
ａ
①
３
爵
二
三
目
①
国
巨
①
昌
園
旨
巨
且
艀
巨
ｇ
①
三
①
罫
①
こ
（
一
八
七
九
年
）
や
雑
誌
「
医
学
改
革
』
を
通

じ
て
主
張
し
て
い
っ
た
。
両
者
の
活
動
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
生
思
想
の
基
礎
は
確
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
社
会
衛
生
学
は
、
一
八
○
○
年
代
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
医
療
制
度
改
革
と
社
会
保
障
政
策
の
展
開
に
影
響
を
受
け
な
が

11q
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さ
ら
に
、
国
の
９
円
は
、
の
○
国
亘
①
函
扇
一
①
ロ
①
の
概
念
に
、
巨
○
国
一
ご
喝
①
ロ
①
（
道
徳
衛
生
）
の
概
念
を
付
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
〆
三
目
『
‐

（
皿
）

ご
狸
ｇ
①
（
文
化
衛
生
学
）
の
概
念
を
創
出
し
た
。
ま
た
、
彼
に
よ
っ
て
、
⑦
①
的
昌
皇
〕
呉
ｇ
ｏ
岸
房
（
健
康
政
策
）
の
概
念
が
造
成
さ
れ
、
か
つ
、

両
円
胃
“
罠
⑦
隅
戸
昌
号
四
兵
健
康
権
）
が
喚
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
わ
め
て
図
式
的
に
述
べ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
社
会
衛
生
学
の
革
新
的
側

面
は
、
Ｑ
且
四
宮
に
よ
っ
て
理
論
的
基
礎
が
整
備
さ
れ
、
国
⑱
ｇ
①
『
に
よ
っ
て
完
成
を
み
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
は
、
９
○
号
言
ゞ
⑦
○
＃
の
扁
冒
》
固
め
ｇ
閏
ら
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
の
社
会
衛
生
学
講
座
を
中

心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ル
リ
ン
学
派
」
と
、
【
曽
己
Ｐ
①
目
ら
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
学
部
の
社
会
衛
生
学
講
座
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
学
派
」
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
学
派
の
理
論
の
基
調
は
、
統
計
学
的
方
法
や
調
査
を
通
じ
た
国
民
の
健
康
状

態
に
関
わ
る
社
会
的
要
因
の
解
明
（
社
会
病
理
学
）
と
そ
れ
に
対
す
る
社
会
的
対
応
（
医
療
保
障
生
活
保
障
、
衛
生
思
想
の
普
及
な
ど
）
の
重
視

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
学
派
の
主
張
は
、
次
第
に
民
族
衛
生
学
（
優
生
学
）
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
の
理
論
的
動
向
は
、
社
会
衛
生
学
の
規
範
科
学
的
側
面
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
的
性
格
を
重
視
す

と
し
て
挙
げ
、
後
者
の
輻

方
向
性
を
求
め
て
い
た
。

ら
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
学
的
体
系
と
し
て
の
整
備
が
志
向
さ
れ
て
く
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
「
社
会
衛
生
学
⑦
Ｏ
Ｎ
屋
冨
唱
ｇ
の
こ
が
思
想
か

（
ｕ
）

ら
科
学
へ
と
構
成
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
は
、
一
八
九
○
年
代
か
ら
一
九
○
○
年
に
い
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
津
印
ｇ
①
【
〉
Ｆ
ゞ

（
旧
）
（
Ⅱ
）
（
喝
）
（
脇
）
（
Ⅳ
）
（
肥
）
（
四
）

⑦
。
茸
の
討
冒
ゞ
シ
、
〕
の
『
○
号
言
ゞ
シ
ゞ
尻
目
ロ
デ
ョ
ｍ
９
国
》
シ
ー
↓
言
①
邑
・
弓
戸
》
国
里
①
『
》
シ
・
ゞ
原
口
画
ゞ
国
詞
ら
に
よ
っ
て
、
社
会
衛
生
学
の
基

礎
理
論
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
と
に
、
Ｑ
ｏ
冒
冒
は
、
社
会
衛
生
学
の
基
本
的
命
題
を
集
約
し
て
、
社
会
衛
生
学
を
明
蜥
に
定
義
し
た
。
す
な

わ
ち
、
「
社
会
衛
生
学
は
、
時
間
的
・
空
間
的
お
よ
び
社
会
的
に
ひ
と
つ
の
集
団
に
属
す
る
個
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
総
体
の
問
に
衛
生
的
文

（
帥
）

化
の
普
遍
化
に
必
要
な
諸
条
件
を
研
究
し
、
そ
の
衛
生
的
文
化
の
一
般
化
を
目
的
と
す
る
方
法
論
を
研
究
す
る
学
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。

Ｑ
且
画
言
ら
社
会
衛
生
学
の
理
論
的
な
提
唱
者
ら
は
、
前
者
の
記
述
科
学
的
側
面
で
は
、
統
計
学
、
人
体
計
測
学
、
経
済
学
を
主
要
な
方
法

と
し
て
挙
げ
、
後
者
の
規
範
科
学
的
側
面
で
は
、
医
療
保
障
や
生
活
保
障
な
ど
の
対
策
を
中
心
と
し
た
社
会
改
良
命
○
侭
国
一
目
‐
①
き
『
ョ
）
に
そ
の
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る
視
点
に
立
つ
か
、
民
族
衛
生
的
性
格
を
重
視
す
る
視
点
に
立
つ
か
と
い
う
、
社
会
衛
生
学
の
本
質
を
規
定
す
る
論
点
の
分
岐
が
す
で
に
生

じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
岐
が
、
ド
イ
ツ
社
会
衛
生
学
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
受
容
し
た
日
本
の
社
会
衛
生
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

二
）
近
代
日
本
の
衛
生
学
と
社
会
衛
生
へ
の
関
心

日
本
で
は
、
明
治
一
○
年
代
後
半
以
降
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生
帰
国
を
待
っ
て
東
京
大
学
医
学
部
に
衛
生
学
講
座
を
開
設
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
格
的
な
衛
生
学
研
究
が
始
ま
っ
た
。
東
京
大
学
医
学
部
に
お
け
る
衛
生
学
の
講
義
は
、
一
八
八
○
年
（
明
治
一
三
年
）
前
後
に
外

（
”
幸

国
人
御
雇
教
師
園
凋
①
一
・
両
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
統
計
学
的
衛
生
学
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
か
ら
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
に
か
け
て
、
衛
生
学
は
本
科
課
程
お
よ
び
別
課
課

程
の
双
方
で
定
常
的
に
講
義
さ
れ
た
。
明
治
一
六
年
よ
り
は
自
侭
①
一
に
代
わ
っ
て
助
教
授
で
あ
っ
た
片
山
国
嘉
が
「
裁
判
医
学
（
法
医
学
こ

と
と
も
に
衛
生
学
を
講
義
し
た
。
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
に
は
、
生
理
学
を
担
当
し
て
い
た
大
澤
謙
二
が
衛
生
学
を
兼
担
し
て
講
義
し

た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
緒
方
正
規
が
ド
イ
ツ
留
学
よ
り
帰
国
し
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
二
月
よ
り
講
師
と
し
て
衛
生
学
を
講
義
し

た
。
緒
方
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
の
「
帝
国
大
学
令
」
公
布
に
よ
り
医
学
部
か
ら
改
組
さ
れ
た
医
科
大
学
の
教
授
に
昇
格
し
、
日

本
で
最
初
の
衛
生
学
専
任
の
教
授
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
「
帝
国
大
学
令
」
の
改
正
が
な
さ
れ
て
「
講
座
制
」

が
布
か
れ
、
「
衛
生
学
講
座
」
の
主
任
教
授
と
な
っ
た
。

緒
方
の
門
下
か
ら
は
、
当
時
の
衛
生
学
の
研
究
・
教
育
を
担
っ
た
研
究
者
が
出
た
。
坪
井
次
郎
、
横
手
千
代
之
助
は
そ
の
代
表
的
存
在
で

あ
る
。
衛
生
学
講
座
は
、
一
九
○
六
年
（
明
治
三
九
年
）
に
二
講
座
制
と
な
り
、
第
一
講
座
を
教
授
緒
方
正
規
が
担
当
し
徽
菌
学
を
講
じ
、
第

二
講
座
を
助
教
授
横
手
千
代
之
助
が
担
当
し
て
一
般
衛
生
学
を
講
ず
る
体
制
が
成
立
し
た
。
ま
も
な
く
、
横
手
の
教
授
昇
任
に
よ
り
、
二
講

シ
」
に
洋
弓
ブ
旬

三
、
近
代
日
本
に
お
け
る
衛
生
学
の
展
開
と
社
会
衛
生
思
想
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一
方
で
、
明
治
後
半
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
社
会
主
義
と
の
接
触
は
、
日
本
の
社
会
衛
生
思
想
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
明

治
後
期
よ
り
の
片
山
潜
、
安
部
磯
雄
、
幸
徳
秋
水
、
木
下
尚
江
、
堺
利
彦
ら
の
言
論
・
政
治
活
動
に
よ
っ
て
日
本
に
社
会
主
義
が
紹
介
さ
れ
、

彼
ら
が
参
加
し
た
「
社
会
主
義
協
会
」
は
、
社
会
主
義
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
た
。

衛
生
学
が
日
本
の
草
創
期
社
会
主
義
か
ら
即
座
に
影
響
を
受
け
た
と
は
し
え
な
い
。
明
治
期
に
お
け
る
衛
生
学
と
社
会
思
想
と
の
関
連
は
、

一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
に
設
立
さ
れ
た
「
社
会
政
策
学
会
」
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛
生
学
教
授
の
横
手
千
代
之
助
が
参
画
し
た

こ
と
な
ど
が
わ
ず
か
に
指
摘
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
年
）
に
片
山
潜
が
日
本
初
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
「
キ
ン

グ
ス
レ
ー
館
」
を
東
京
神
田
に
創
設
し
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
主
義
者
を
中
心
と
し
た
社
会
奉
仕
実
践
や
、
孝
徳
秋
水

ら
日
本
の
社
会
主
義
思
想
家
に
よ
る
貧
困
問
題
や
劣
悪
な
労
働
条
件
の
指
摘
は
、
「
工
場
法
」
制
定
に
代
表
さ
れ
る
労
働
政
策
や
貧
困
者
対
策

緒
方
正
規
の
専
攻
領
域
は
、
細
菌
学
（
徽
菌
学
）
で
あ
り
、
実
験
的
方
法
を
そ
の
方
法
論
と
し
て
い
た
。
横
手
千
代
之
助
の
専
攻
領
域
は
、

細
菌
学
的
内
容
に
加
え
て
、
住
居
衛
生
や
衣
服
の
衛
生
な
ど
、
生
活
衛
生
学
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
た
だ
し
、
両
者
の
方
法
論
は
、
実
験

的
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
衛
生
学
が
自
然
科
学
的
衛
生
学
で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、
近
代
日
本
に
移

入
さ
れ
た
衛
生
学
は
、
基
本
的
に
は
自
然
科
学
的
衛
生
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
明
治
中
期
以
降
の
日
本
の
健
康
形
成
思
想
は
、
「
修
己
治
人
」
観
を
基
礎
と
す
る
「
漸
層
的
養
生
観
」
と
、
己
閏
乏
冒
〕
ｏ
ｂ
ｏ
昌
蔚
〕

シ
・
》
ｇ
⑦
胃
閏
〕
西
‐
ら
の
影
響
に
よ
る
社
会
有
機
体
説
お
よ
び
社
会
進
化
論
に
も
と
づ
い
た
「
優
勝
劣
敗
適
者
生
存
」
原
理
の
二
つ
の
原
理
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
健
康
形
成
を
目
的
と
す
る
個
体
の
養
生
・
衛
生
と
、
産
業
軍
事
大
国
の
形
成
を
目
的
と
す
る
い
わ
ば
「
国

（
蝿
）

家
の
養
生
（
衛
生
）
」
と
が
、
「
優
勝
劣
敗
」
原
理
に
も
と
づ
く
国
家
的
規
模
で
の
生
存
競
争
を
前
提
に
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
思
想

的
論
脈
に
お
い
て
は
、
衛
生
学
も
ま
た
自
然
科
学
的
対
象
の
み
に
関
心
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
総
体
を
対
象
と
す
る
衛
生
学
の
研
究

が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

座
二
教
授
体
制
と
な
っ
た
。
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を
具
体
化
せ
し
め
る
環
境
を
醸
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。
貧
困
に
対
す
る
社
会
的
対
応
や
労
働
衛
生
対
策
が
社
会
衛
生
学
の
主
要
な
内
容
を
構

成
し
た
点
か
ら
考
え
て
、
大
正
期
以
降
に
衛
生
学
へ
の
社
会
主
義
思
想
の
影
響
が
顕
在
化
し
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
直
接

的
に
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
社
会
衛
生
思
想
の
中
心
的
課
題
は
、
労
働
者
保
護
お
よ
び
労
働
衛
生
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
の
「
鉱
山
心

得
」
以
降
、
一
九
二
年
（
明
治
四
四
年
）
に
「
工
場
法
」
が
法
案
の
起
草
か
ら
一
○
年
以
上
を
経
て
成
立
し
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
に

施
行
さ
れ
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
衛
生
（
労
働
衛
生
）
に
関
す
る
法
的
整
備
の
曲
折
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
内
務
省
で
は
、
一
般
に
お
け
る
社
会
衛
生
思
想
へ
の
関
心
に
応
じ
て
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
に
、
内
務
省
に
「
保
健
衛
生

調
査
会
」
を
設
置
し
、
国
民
の
保
健
衛
生
の
実
態
調
査
や
国
民
の
体
格
・
体
力
の
低
下
を
改
善
す
る
方
策
に
つ
い
て
の
審
議
を
お
こ
な
っ
た
。

同
調
査
会
で
は
、
小
児
・
学
齢
児
童
の
健
康
状
態
、
農
村
の
衛
生
状
態
、
花
柳
病
、
精
神
病
患
者
の
私
宅
監
置
状
況
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、

大
規
模
な
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
同
調
査
会
の
活
動
に
導
か
れ
て
、
各
道
府
県
に
お
い
て
も
各
種
の
保
健
衛
生
調
査
が
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
思
想
的
動
向
や
政
策
的
関
心
が
、
衛
生
学
が
生
物
学
的
研
究
対
象
か
ら
社
会
科
学
的
研
究
対
象
へ
と
そ
の
関
心
を
「
社
会

化
」
し
、
西
欧
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
の
形
成
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
劉
）

日
本
で
は
、
明
治
二
○
年
代
初
頭
に
後
藤
新
平
に
よ
っ
て
「
社
会
衛
生
制
度
」
と
し
て
「
社
会
衛
生
」
概
念
が
主
唱
さ
れ
た
。
後
藤
に
お
い

て
論
じ
ら
れ
た
「
社
会
衛
生
」
概
念
は
、
主
に
労
働
者
の
健
康
お
よ
び
生
活
の
保
護
・
形
成
を
内
包
と
し
て
い
た
。
こ
の
後
、
明
治
三
○
年

（
お
）
（
郡
）
（
”
）

代
か
ら
四
○
年
代
に
か
け
て
、
大
澤
謙
二
や
窪
田
静
太
郎
、
富
士
川
瀞
に
よ
り
社
会
衛
生
に
関
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
概
し
て
、
日
本
に

お
け
る
「
社
会
衛
生
」
は
、
当
初
、
労
働
者
な
い
し
生
活
困
窮
者
に
対
象
を
特
定
し
た
衛
生
活
動
を
想
定
し
た
概
念
（
「
細
民
衛
生
」
）
や
生
活

保
障
を
意
味
し
た
り
、
性
病
予
防
を
意
味
す
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
二
）
近
代
日
本
の
社
会
衛
生
学
理
論

次
に
、
よ
り
体
系
的
な
著
作
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
社
会
衛
生
学
の
動
向
を
総
括
し
て
お
く
。
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日
本
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
と
ほ
ぼ
同
様
の
目
的
意
識
や
内
容
構
成
を
も
っ
た
主
張
を
お
こ
な
っ
た
研
究
者
は
、
大

（
蝿
）

阪
医
学
校
の
衛
生
学
・
細
菌
学
教
授
の
福
原
義
柄
で
あ
る
。
彼
の
主
著
「
社
會
衞
生
學
」
（
一
九
一
五
年
）
は
、
日
本
に
お
い
て
最
も
早
く
著

さ
れ
た
社
会
衛
生
学
の
専
門
書
で
あ
る
。
福
原
『
社
會
衞
生
學
』
の
内
容
は
、
大
き
く
①
社
会
衛
生
学
の
定
義
、
範
囲
お
よ
び
論
究
法
、
②

人
的
諸
階
級
の
社
会
的
衛
生
状
態
、
③
各
種
疾
病
と
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
事
情
と
の
関
係
、
④
社
会
的
衛
生
策
、
⑤
生
殖
衛
生
、
民
族
衛

生
の
５
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
論
及
事
項
は
、
概
念
と
理
念
、
研
究
法
、
人
口
動
態
、
各
年
齢
層
の
健
康
状
態
、
急
性
伝
染
病
、

慢
性
伝
染
病
、
各
器
官
別
疾
患
、
衛
生
制
度
・
衛
生
施
設
、
住
宅
、
国
民
栄
養
問
題
、
児
童
衛
生
対
策
、
労
働
衛
生
対
策
、
医
療
・
生
活
保

障
お
よ
び
社
会
保
険
、
伝
染
病
・
性
病
お
よ
び
精
神
疾
患
対
策
、
優
生
学
・
民
族
衛
生
学
な
ど
、
き
わ
め
て
広
汎
な
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
た
。

福
原
は
、
当
時
の
国
際
的
規
模
で
の
社
会
認
識
で
あ
っ
た
資
本
家
と
労
働
者
の
「
階
級
対
立
」
を
社
会
衛
生
学
の
前
提
と
し
た
。
た
だ
し
、

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
社
会
主
義
に
よ
る
社
会
体
制
を
「
架
空
ノ
臆
説
」
と
し
て
退
け
、
「
社
会
改
良
主
義
」
を
社
会

衛
生
学
の
基
本
的
理
念
と
し
て
い
る
。
福
原
の
社
会
衛
生
学
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
社
会
衛
生
学
が
成
立
す
る
基
本
的
社
会
構
造
を
階
級
対

立
に
求
め
た
点
で
は
、
「
細
民
衛
生
」
的
理
解
か
ら
は
前
進
し
て
い
る
が
、
社
会
改
良
主
義
を
そ
の
基
本
理
念
と
し
た
点
で
は
、
Ｑ
○
号
言
や

刃
の
９
円
ら
の
理
解
の
範
囲
を
超
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
論
及
内
容
は
、
あ
ま
り
に
包
括
的
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
社
会
衛
生
」

概
念
の
独
創
性
や
革
新
的
側
面
に
対
応
し
て
い
な
い
。
用
い
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
多
く
が
ド
イ
ツ
の
も
の
で
あ
る
点
か
ら
み
て
も
、
ド
イ
ツ
社

会
衛
生
学
の
紹
介
と
解
釈
を
主
た
る
目
的
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。

口
暉
峻
義
等
『
社
會
衞
生
學
ｌ
社
會
衞
生
學
上
に
於
け
る
主
要
問
題
の
論
究
ｌ
」

福
原
以
後
、
日
本
に
お
い
て
は
、
社
会
衛
生
学
の
専
門
書
は
長
く
著
さ
れ
な
か
っ
た
。
福
原
「
社
會
衞
生
学
』
に
次
い
で
著
さ
れ
た
の
は
、

（
鋤
）

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
の
暉
峻
義
等
『
社
會
衞
生
學
Ｉ
社
會
衞
生
學
上
に
於
け
る
主
要
問
題
の
論
究
ｌ
」
で
あ
る
。
当
時
、
暉
峻
は
、

㈲
福
原
義
柄
「
社
會
衞
生
學
」
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（
抑
）

大
原
社
会
問
題
研
究
所
か
ら
分
離
し
た
直
後
の
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
の
所
長
で
あ
っ
た
。

暉
峻
「
社
會
衞
生
學
」
は
、
福
原
の
著
作
と
比
較
す
る
と
、
内
容
が
理
論
的
領
域
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会
衛
生
学
の
概
念
、
歴
史
、

対
象
の
範
囲
、
研
究
方
法
論
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
。
同
書
の
特
徴
は
、
ド
イ
ツ
社
会
衛
生
学
の
文
献
の
記
載
を
豊
富
に
参
照
し
、
衛
生

学
の
歴
史
、
衛
生
学
と
社
会
衛
生
学
お
よ
び
社
会
医
学
と
社
会
衛
生
学
の
概
念
区
分
、
社
会
衛
生
学
の
疾
病
へ
の
対
応
原
理
、
社
会
衛
生
学

の
方
法
な
ど
を
明
示
し
た
点
に
あ
る
。
暉
峻
は
、
Ｑ
三
両
旨
の
所
説
を
参
照
し
つ
つ
、
社
会
衛
生
学
の
疾
病
対
応
の
原
理
を
、
疾
病
の
頻
度

の
明
確
化
、
疾
病
の
発
生
状
況
、
疾
病
の
社
会
へ
の
影
響
、
医
療
技
術
の
疾
病
へ
の
影
響
と
そ
れ
に
よ
る
社
会
の
可
変
性
、
疾
病
の
経
過
お

よ
び
予
防
に
お
け
る
社
会
的
施
策
の
効
果
の
５
点
を
示
し
、
社
会
衛
生
学
の
方
法
を
統
計
学
的
方
法
、
人
類
学
的
測
定
法
、
経
済
学
、
法
律

学
、
心
理
学
に
集
約
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
衛
生
学
の
制
度
的
具
体
策
と
し
て
の
医
療
の
社
会
化
に
つ
い
て
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
暉
峻
は
、
社
会
衛
生
学
の
学
的
理
想
を
追
求
す
る
な
ら
ば
、
究
極
的
に
は
「
生
命
の
有
機
的
全
鵲
」
の
衛
生
す
な
わ
ち
「
民
族

衛
生
完
勝
陥
二
ご
唱
曾
の
）
」
へ
と
到
達
す
る
と
考
え
た
。
彼
は
、
民
族
衛
生
学
は
そ
の
方
法
の
点
か
ら
み
て
社
会
衛
生
学
の
核
心
を
な
す
と
い

う
斥
目
の
説
に
同
調
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
衛
生
学
が
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社
会
衛
生
の
目

的
で
あ
る
衛
生
的
文
化
の
普
遍
化
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
条
件
の
変
化
が
急
激
に
は
望
め

な
い
こ
と
を
代
替
す
る
た
め
に
、
優
生
学
と
い
う
方
法
に
高
い
評
価
を
な
す
こ
と
に
よ
り
類
似
の
成
果
を
得
よ
う
と
の
論
理
で
あ
っ
た
と
み

（
瓠
）

そ
の
論
理
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
○
年
）
に
暉
峻
が
著
し
た
『
社
会
衛
生
学
」
に
お
い
て
一
層
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
同
言
で
は
、

一
九
二
七
年
の
前
著
に
お
い
て
そ
の
特
徴
を
示
し
て
い
た
労
働
者
の
健
康
問
題
と
そ
の
保
護
や
乳
児
死
亡
の
問
題
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど
論
及

せ
ず
、
健
康
を
個
人
お
よ
び
社
会
の
責
務
と
し
て
と
ら
え
る
全
体
論
的
社
会
有
機
体
説
に
依
拠
し
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
国
民
の

健
康
形
成
を
達
成
す
る
方
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
優
生
学
的
方
法
や
国
民
栄
養
問
題
な
ど
の
民
族
衛
生
学
的
方
法
で
あ
っ
た
。

ら
れ
る
。
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「
社
會
衞
生
學
講
座
』
の
具
体
的
な
内
容
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
対
策
、
性
病
対
策
、
結
核
対
策
、
住
宅
問
題
労
働
衛
生
な
ど
、
社
会
衛

生
学
の
内
容
領
域
の
中
で
も
基
本
的
な
項
目
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
総
論
的
記
述
に
お
い
て
も
、
⑦
８
号
言
》
⑦
○
茸
の
国
冒
》
国
の
８
国
な
ど
い

わ
ゆ
る
「
ベ
ル
リ
ン
学
派
」
の
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
國
崎
は
、
社
会
衛
生
学
は
「
全
民
衆
の
健
康
を
脅
か
す
問
題
」
を
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
を
通
じ
て
改
善
し
て
い
く
点
に
特
徴
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
が
「
對
立
的
な
階
級
に
分
れ

國
崎
は
、
福
原
義
柄
が
な
し
た
よ
う
な
衛
生
学
者
と
し
て
の
社
会
衛
生
学
の
紹
介
・
解
釈
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
冨
閏
×
．
【
》
両
侭
里
の
．

尿
な
ど
の
社
会
主
義
的
社
会
科
学
の
諸
文
献
を
読
解
し
、
一
部
を
翻
訳
す
る
な
ど
し
て
、
社
会
科
学
と
し
て
の
社
会
衛
生
学
を
強
く
意
識
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
「
社
會
衞
生
學
講
座
」
の
「
社
會
衞
生
學
の
概
念
と
そ
の
史
的
展
開
」
に
お
い
て
、
「
社
會
衞
生
學
は
そ
の

（
制
）

本
質
に
於
て
は
純
然
た
る
社
會
科
學
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
」
と
確
言
し
た
。
こ
の
点
に
、
國
崎
の
社
会
衛
生
学
に
つ
い
て
の
認
識

刊
行
し
て
い
る
。

（
兜
）

暉
峻
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
た
同
じ
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
に
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛
生
学
助
教
授
の
國
崎
定
洞
は
、
大
衆
向
け

（
郡
）

の
教
養
文
化
選
書
「
ア
ル
ス
文
化
大
講
座
」
第
一
部
学
術
篇
の
一
巻
と
し
て
『
社
會
衞
生
學
講
座
」
を
著
し
た
。
國
崎
は
、
東
京
帝
国
大
学

医
科
大
学
卒
業
後
、
内
務
省
所
管
の
伝
染
病
研
究
所
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
研
究
に
携
わ
っ
た
が
、
一
九
二
四
年

（
大
正
一
三
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
教
授
に
任
じ
た
。
そ
の
後
、
社
会
衛
生
の
研
究
と
社
会
科
学
に
関
す
る
学
習
と
執
筆
を
経
て
、

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
Ⅱ
昭
和
元
年
）
に
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
し
、
そ
の
ま
ま
消
息
を
断
っ
た
。
國
崎
は
、
「
社
會
衞
生
學
講
座
』
の
刊
行
と
同

年
に
、
自
ら
が
私
淑
し
た
社
会
衛
生
学
者
Ｑ
恩
①
め
》
国
の
【
○
冒
扁
且
旨
ョ
号
司
の
○
国
邑
①
己
国
厨
房
己
①
を
翻
訳
し
、
『
社
會
衞
生
學
」
と
し
て

暉
峻
に
お
け
る
こ
の
変
化
は
、
昭
和
フ
ァ
シ
ズ
ム
前
期
の
社
会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、
暉
峻
自
身
の
社
会
衛
生
学
に
お
け
る

社
会
民
主
主
義
的
理
念
認
識
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

の
特
徴
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

日
國
崎
定
洞
「
社
會
衞
生
學
講
座
』
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（
｜
）
社
会
衛
生
学
理
論
に
お
け
る
「
自
治
」
的
要
素

「
衛
生
ト
ハ
自
治
ナ
リ
」
と
明
言
し
た
長
與
專
齋
の
「
衛
生
自
治
」
概
念
は
、
長
與
自
身
が
「
明
治
十
九
年
の
頓
挫
」
と
称
し
た
一
八
八
六

年
（
明
治
一
九
年
）
の
「
町
村
衛
生
委
員
制
度
」
の
廃
止
や
「
衛
生
組
合
」
の
設
置
に
よ
っ
て
、
官
治
的
か
つ
中
央
集
権
的
な
衛
生
行
政
制
度

の
整
備
過
程
で
閑
却
さ
れ
て
い
く
と
す
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
衛
生
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
近
代
日
本
の
健
康
形
成
概

て
居
り
、
そ
の
一
方
の
階
級
が
社
會
經
濟
的
に
常
に
劣
位
に
居
り
、
し
か
も
そ
の
數
が
極
め
て
大
多
數
の
人
間
を
ば
包
括
す
る
や
う
な
社
會

の
現
段
階
」
に
お
い
て
は
、
社
会
的
に
劣
位
に
あ
る
階
層
の
諸
問
題
を
社
会
衛
生
学
上
の
主
要
課
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
意
味

（
妬
）

で
は
社
会
衛
生
学
は
「
無
産
者
の
衛
生
学
」
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
同
意
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
國
崎
は
、
福
原
や
暉
峻
が
社
会
衛
生

学
の
主
要
領
域
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
た
民
族
衛
生
（
優
生
学
）
を
、
「
階
級
對
立
の
廃
止
さ
れ
た
る
社
會
に
於
て
は
、
相
當
の
重
要
性
を

（
錨
）

加
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
そ
の
現
実
的
な
必
要
性
を
留
保
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
國
崎
の
社
会
衛
生
学
は
、
社
会
的
不
利
益
者

す
な
わ
ち
「
無
産
者
」
の
た
め
の
衛
生
学
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
有
し
て
い
た
。

國
崎
の
『
社
會
衞
生
學
講
座
」
刊
行
以
降
、
社
会
衛
生
学
に
関
す
る
体
系
的
著
作
は
著
さ
れ
な
か
っ
た
。
社
会
衛
生
学
を
主
題
と
し
た
著

作
と
し
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛
生
学
講
座
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
横
手
千
代
之
助
の
在
職
二
十
五
年
を
記
念
し
て
一
九
二
五
年

（
大
正
一
四
年
）
か
ら
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
「
横
手
社
會
衞
生
叢
書
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
多
く
の
執
筆
者
に
よ
っ
て
個
別
課
題
が
そ

れ
ぞ
れ
各
一
冊
の
著
作
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
「
社
会
衛
生
」
の
概
念
を
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

が
、
統
一
し
た
社
会
衛
生
学
に
つ
い
て
の
概
念
や
思
想
の
共
有
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
し
え
な
い
。
さ
ら
に
、
昭
和
一
○
年
代
に
入
る
と
、

政
府
の
社
会
主
義
思
想
に
対
す
る
弾
圧
の
強
化
の
も
と
で
、
社
会
衛
生
思
想
お
よ
び
社
会
衛
生
学
は
、
社
会
主
義
思
想
お
よ
び
社
会
改
良
主

義
を
理
論
的
基
礎
と
す
る
衛
生
学
思
想
と
し
て
弾
圧
の
対
象
に
含
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

四
、
近
代
日
本
社
会
衛
生
思
想
に
お
け
る
「
自
治
」
概
念

1nT
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念
と
そ
の
思
想
は
、
「
自
治
」
概
念
を
潜
在
的
か
つ
確
実
に
継
承
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
継
承
は
、
外
面
的
に
は
相
反

す
る
か
に
み
ら
れ
る
概
念
・
思
想
で
あ
る
社
会
衛
生
思
想
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
衛
生
思
想
は
、
労
働
者
や
貧
困
者
な
ど
の
社
会
的
不
利
益
者
に
対
す
る
健
康
保
護
・
形
成
と
そ
の
生
活
形
成
と
を
多
角
的
に
図
る
こ

と
を
主
た
る
課
題
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
衛
生
思
想
は
、
西
欧
市
民
社
会
の
思
想
的
産
物
と
し
て
の
市
民
的
「
自
治
」
概
念
と

は
相
容
れ
ず
、
む
し
ろ
市
民
的
「
自
治
」
概
念
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
近
代
社
会
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
性
格
を
批
判
的
に
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
家
・
社
会
が
お
こ
な
う
社
会
的
不
利
益
者
に
対
す
る
健
康
形
成
の
諸
方
策
や
社
会
的
保
障
（
公
的
保
障
）
の
重
要
性
を
論
理
的

に
導
い
た
点
に
そ
の
独
自
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。

前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
社
会
衛
生
思
想
は
、
社
会
主
義
と
の
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
の
も
と
で
成
立
し
た
。
日
本
に
お
い
て
社
会
衛
生

思
想
が
最
も
活
発
に
論
議
さ
れ
た
昭
和
初
年
代
に
、
内
務
省
社
会
局
技
師
で
あ
っ
た
大
西
清
治
は
、
「
社
會
的
環
境
の
合
理
化
を
行
ふ
と
す
る

（
碗
）

社
會
衞
生
學
は
、
そ
の
本
質
に
於
て
純
然
た
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
衞
生
」
で
あ
る
。
」
と
明
言
し
て
い
る
。
大
西
は
、
そ
の
主
張
と
と

も
に
、
社
会
衛
生
学
は
公
衆
衛
生
学
の
社
会
科
学
的
側
面
を
抽
象
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
近
代
知
識
社
会
一
般
に
お
い

て
、
社
会
主
義
に
関
す
る
概
念
や
思
想
が
ひ
と
と
お
り
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
一
定
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
段
階
に
あ
っ
て
は
、

社
会
衛
生
学
、
こ
と
に
９
８
ｍ
ｇ
ゞ
固
め
３
国
ら
が
主
張
し
た
よ
う
な
学
的
内
容
は
、
社
会
科
学
的
方
法
論
に
大
き
く
依
拠
し
て
お
り
、
そ

の
性
格
は
明
ら
か
に
社
会
主
義
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
の
基
調
が
、
医
療
や
衛
生
の
「
社

会
化
」
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
国
家
が
負
う
べ
き
こ
れ
ら
へ
の
対
応
の
責
任
性
を
論
じ
た
、
な
い
し
論
じ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ

創
成
期
の
ド
イ
ツ
社
会
衛
生
思
想
お
よ
び
社
会
衛
生
学
に
影
響
を
与
え
た
社
会
主
義
思
想
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
議
会
制
民
主
主
義
と
を

理
論
的
基
盤
と
し
た
社
会
民
主
主
義
思
想
で
あ
っ
た
・
そ
の
点
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
で
、
（
胃
且
煙
冒
が
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
目
①
ｇ
園
邑

号
日
○
盲
，
目
印
号
の
闘
舜
の
日
の
目
の
ｏ
三
四
且
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
党
員
と
し
て
活
動
し
、
同
党
選
出
の
国
会
議
員
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

た
○
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た
だ
し
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
も
そ
の
政
治
的
位
置
の
変
動
や
政
治
的
行
動
原
理
の
動
揺
に
よ
っ
て
、
社
会
政
策
の
う
え
で
一
貫
し
た
対
応

が
な
さ
れ
た
と
は
し
が
た
い
。
約
言
す
る
な
ら
ば
、
社
会
衛
生
学
に
お
け
る
国
民
の
健
康
問
題
へ
の
対
応
は
、
議
会
制
民
主
主
義
を
前
提
と

し
た
漸
進
的
な
社
会
改
良
主
義
に
依
拠
し
て
い
た
。
そ
の
主
要
な
論
点
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
性
病
な
ど
の
社
会
病
理
現
象
に
つ
い
て

の
科
学
的
お
よ
び
政
策
的
対
応
と
労
働
者
の
生
活
保
障
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
社
会
衛
生
学
が
本
格
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
と
遭
遇
し
て
理
論
的
構
成
が
意
図
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
國
崎

定
洞
と
そ
の
後
輩
で
あ
る
小
宮
義
孝
、
曽
田
長
宗
、
勝
木
新
次
ら
に
よ
る
社
会
医
学
研
究
会
が
社
会
衛
生
学
研
究
に
着
手
し
は
じ
め
て
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
社
会
衛
生
学
は
、
「
社
会
政
策
学
会
」
に
お
い
て
、
社
会
衛
生
学
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
横
手
千
代
之
助
が
会
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
事
実
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
政
策
な
い
し
社
会
技
術
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
そ
こ
で
の
社
会
主
義
思
想
と
は
、
社
会
政
策
の
理
論
化
に
援
用
さ
れ
る
、
漸
進
的
改
革
王
義
な
い
し
改
良
主
義
、
修
正
主
義
的
性

格
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
近
代
日
本
の
社
会
衛
生
学
を
、
西
欧
近
代
の
社
会
衛
生
学
の
理
想
や
科
学
的
認
識
の
不
十

分
な
理
解
の
下
で
の
表
面
的
な
流
用
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
理
念
を
一
部
の
医
学
者
た
ち
の
空
論
と
の
み
と
ら
え
る
認
識
は
正
し
く
な
い
。
社
会

衛
生
学
の
思
想
的
特
徴
は
、
消
極
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
一
定
の
積
極
的
側
面
を
と
も
な
っ
て
い
た
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
社
会
衛
生
思
想
や
社
会
衛
生
学
の
政
治
的
傾
向
を
、
あ
え
て
日
本
の
社
会
主
義
思
想
の
範
曉
で
み
る

な
ら
ば
、
初
期
の
片
山
潜
の
思
想
と
類
似
す
る
点
が
多
い
。
と
く
に
、
片
山
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
、
「
労
働
」
の
価
値
に
つ
い
て
の
高
い
評

価
と
労
働
者
の
労
働
能
力
の
向
上
に
よ
る
自
立
的
な
生
活
形
成
能
力
へ
の
着
目
、
そ
の
た
め
の
労
働
者
福
祉
の
重
視
お
よ
び
都
市
改
良
論
な

ど
の
視
点
は
、
そ
れ
自
体
が
社
会
衛
生
学
の
主
要
論
点
で
あ
っ
た
。
片
山
自
身
は
、
亡
命
を
経
て
共
産
主
義
者
へ
と
変
容
す
る
が
、
片
山
の

（
郷
）

亡
命
前
の
著
作
で
あ
る
「
都
市
社
会
主
義
』
（
一
九
○
三
年
）
は
、
都
市
衛
生
の
問
題
な
ど
も
含
め
て
、
社
会
衛
生
学
が
課
題
と
す
る
に
い
た

る
論
点
を
相
当
部
分
包
摂
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
社
会
衛
生
思
想
お
よ
び
社
会
衛
生
学
が
衛
生
行
政
制
度
や
医
療
制
度
の
基
底
的

な
変
革
を
具
体
化
し
え
な
か
っ
た
点
は
、
思
想
や
科
学
の
未
熟
に
よ
る
帰
結
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
衛
生
の
思
想
と
科
学
の
指
向
が
大
衆
（
労
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働
者
）
の
具
体
的
な
生
活
構
造
や
意
識
の
確
立
に
向
い
て
い
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

同
時
に
、
そ
の
帰
結
は
、
大
衆
に
対
し
て
個
人
や
基
礎
集
団
の
健
康
と
生
活
の
自
立
を
促
す
教
育
的
要
素
を
導
い
た
。
こ
の
側
面
を
換
言

す
る
な
ら
ば
、
社
会
衛
生
に
お
け
る
大
衆
の
「
自
治
精
神
」
の
顕
揚
で
あ
っ
た
。
具
体
的
内
容
と
し
て
医
療
の
社
会
化
政
策
な
ど
を
含
む
こ

と
に
よ
っ
て
国
家
責
任
に
よ
る
衛
生
政
策
を
推
進
す
る
印
象
を
あ
た
え
る
社
会
衛
生
学
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
的
理
念
で
大
衆
（
労
働
者
）
の

「
自
治
精
神
」
を
基
礎
と
し
て
い
た
点
こ
そ
が
、
逆
説
的
な
が
ら
近
代
国
家
形
成
期
に
あ
っ
た
日
本
に
お
け
る
社
会
形
成
機
能
を
担
い
う
る

可
能
性
を
有
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
社
会
衛
生
学
に
お
け
る
「
自
治
」
理
念
の
実
践
化
ｌ
星
野
鐵
男
の
例
ｌ

社
会
衛
生
学
を
基
礎
と
し
た
実
践
活
動
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
各
地
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学

の
学
生
団
体
「
新
人
会
」
を
基
礎
に
し
た
「
社
会
医
学
研
究
会
」
は
、
理
論
的
な
主
導
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
医
療
部
な

ど
で
医
療
・
衛
生
の
実
践
活
動
を
実
施
し
て
い
た
し
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
「
無
産
者
医
療
運
動
」
も
、
社
会
衛
生
学
的
課
題
の
実
践
化

で
あ
っ
た
。
福
原
義
柄
も
「
社
會
衞
生
學
」
の
中
で
、
労
働
者
の
独
立
自
営
の
念
に
よ
る
相
互
救
済
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。

（
鋤
）

そ
れ
ら
の
活
動
の
な
か
で
、
「
自
治
精
神
」
を
社
会
衛
生
思
想
の
中
核
と
し
た
理
論
お
よ
び
実
践
と
し
て
、
星
野
鐵
男
の
社
会
衛
生
論
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
星
野
鐵
男
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛
生
学
教
室
助
手
を
経
て
、
欧
米

に
留
学
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
に
帰
国
し
、
た
だ
ち
に
金
沢
医
科
大
学
に
衛
生
学
教
授
と
な
っ
た
社
会
衛
生
学
者
で
あ
る
。
在
任
中
は

金
沢
医
科
大
学
の
衛
生
学
教
室
を
中
心
と
し
て
「
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、
衛
生
に
関
す
る
思
想
、
知
識
、
文
化
の
普
及

）
㈹
）

活
動
の
実
践
を
開
始
し
た
。

「
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
」
は
、
星
野
を
代
表
と
し
て
教
室
員
や
金
沢
在
住
の
医
師
や
衛
生
家
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
同
会
の
活
動

の
目
的
は
、
主
と
し
て
北
陸
の
大
衆
へ
の
衛
生
知
識
・
思
想
の
普
及
に
あ
っ
た
。
そ
の
主
た
る
教
材
は
、
「
衛
生
文
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
題

さ
れ
、
星
野
の
存
命
中
に
第
二
十
四
輯
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
保
健
衛
生
上
の
基
本
問
題
や
健
康
増
進
の
た
め
の
知
識
、
性
教
育
、
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化
」
と
特
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
星
野
は
、
そ
の
価
値
創
造
の
生
活
に
向
け
て
「
健
康
を
そ
の
溢
る
鼻
状
態
に
ま
で
、
個
人
に
於
い
て
も
、
社
會
に
於
い
て
も
、

（
Ｍ
）

樂
し
む
こ
と
が
出
來
る
や
う
に
衞
生
文
化
を
進
ま
し
む
く
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
価
値
創
造
の
生
活
を
担
う
衛
生
活
動
の
形
態
を
「
衛
生
文

と
述
べ
、
「
社
会
的
予
防
」
「
社
会
的
治
療
」
と
い
う
社
会
衛
生
学
の
基
本
概
念
を
示
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
「
尤
も
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有

な
仕
事
が
定
ま
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
…
…
從
っ
て
各
々
の
專
門
と
す
る
仕
事
を
充
分
に
滿
足
に
な
す
程
度
の
健
康
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ

（
蛇
）

り
ま
す
。
」
と
述
べ
、
健
康
の
個
別
性
を
重
視
し
た
。
そ
の
見
解
は
、
星
野
が
人
間
存
在
を
生
物
的
個
体
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
の
中
に
生

活
す
る
文
化
的
存
在
と
し
て
と
ら
え
、
文
化
的
存
在
に
ふ
さ
わ
し
い
健
康
の
概
念
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
健
康
の
概
念
構
成
に
照
応
し
て
、
星
野
は
人
間
の
生
活
の
理
想
像
、
あ
る
い
は
人
間
形
成
観
の
基
礎
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

住
宅
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
星
野
ら
が
大
衆
に
向
け
て
講
演
を
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
て
、
自
費
刊
行
し
た
小
冊
子
で
あ
っ
た
。

星
野
は
、
社
会
衛
生
思
想
の
基
本
的
課
題
に
つ
い
て
、

「
豫
防
に
し
て
も
治
療
に
し
て
も
、
一
人
一
人
を
相
手
に
し
て
い
る
時
代
は
既
に
過
ぎ
去
り
っ
塗
あ
り
ま
す
。
社
會
的
に
豫
防
し
、
社
會
的

に
治
療
す
る
と
い
ふ
時
代
が
到
來
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
一
人
對
一
人
の
問
題
で
な
く
、
團
鵲
對
團
鵲
の
問
題
と
な
り
っ
蚤
あ
る

て
い
る
。

星
野
に
は
、
社
会
衛
生
学
的
視
点
か
ら
の
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
把
握
と
、
価
値
創
造
主
体
と
し
て
の
人
間
の
把
握
を
理
論
的
か

「
人
間
ら
し
い
生
活
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
債
値
を
創
造
す
る
生
活
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
健
康
は
も
と
よ
り
一
つ
の
債
値
で
あ
る
と
思
ひ

ま
す
が
、
他
の
眞
と
か
善
と
か
、
美
と
か
聖
と
か
い
ふ
、
色
々
の
債
値
を
創
造
し
て
行
く
と
こ
ろ
に
、
人
間
に
固
有
な
創
造
的
生
活
が
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
學
問
、
道
徳
、
藝
術
、
宗
教
等
の
、
債
値
を
創
造
す
る
諸
活
動
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
私
達
は
生
き
る
意
義
を
も
っ
て

（
媚
）

ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」

（
州
）

の
で
あ
り
ま
す
。
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的
に
指
向
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

立
自
治
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
星
野
は
、

「
私
は
わ
が
國
に
於
け
る
衞
生
文
化
の
現
状
を
見
、
そ
の
將
來
を
考
へ
て
、
悲
観
的
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
ど
う
し
て
も
、
も

（
掘
）

つ
と
精
神
的
な
文
化
を
打
ち
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
絶
え
ず
考
へ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
さ
き
に
み
た
「
価
値
創
造
の
生
活
」
に
対
応
し
て
、
精
神
文
化
の
確
立
を
論
じ
、
健
康
形
成
と
人
格
形
成
を
統
一

的
に
指
向
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
星
野
が
彼
の
社
会
衛
生
学
的
課
題
で
あ
る
健
康
形
成
と
人
格
形
成
の
統
一
を
理
念
化
し
た
概
念
が
「
猫

と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
理
想
的
な
人
間
像
と
し
て
「
独
立
自
治
」
を
顕
揚
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
「
奉
仕
」
の
必
要

を
論
じ
、
そ
の
二
つ
を
人
間
形
成
の
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
独
立
自
治
」
の
理
念
や
「
奉
仕
」
の
精
神
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
健
康
形
成
と
人
間
形
成
と
を
統
一
的
に
把
握
す
る
立
場
か
ら
み
る
と
整
合
性
が
あ
る
。
こ
の
特
徴
に
、
日
本
の
社
会
衛
生
学
思
想
に
お

で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
星
野
は
、

つ
実
践
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
星
野
は
、
国
民
の
健
康
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
問
題
の
基
本
を
、
「
人
」
の
問
題

．
方
に
於
い
て
は
人
の
世
話
に
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
凋
立
の
精
神
、
そ
れ
で
ゐ
て
、
人
の
た
め
に
は
出
來
る
丈
の
奉
仕
を
し
や
う
と
い
ふ
精

神
、
こ
の
精
神
を
子
ど
も
に
い
れ
て
や
り
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
二
大
精
神
を
、
養
教
育
の
目
標
に
す
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
私
は
漠
然
と
抽
象
的
に
理
想
を
掲
げ
る
の
で
な
し
に
、
日
々
の
生

活
に
於
い
て
、
濁
立
自
治
の
心
を
培
ひ
、
社
會
と
の
接
燗
に
於
い
て
奉
仕
の
精
神
を
養
っ
て
行
く
こ
と
を
、
人
格
教
育
の
目
標
と
し
て
毫

「
私
は
わ
が
子
を
し
て
如
何
に
も
し
て
、
「
猫
立
自
治
の
人
」
に
育
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
現
代
社
會
は
益
々
有
機
的
な
關
係
の
密

と
な
っ
て
來
て
ゐ
る
社
會
で
あ
る
。
濁
り
で
好
き
な
や
う
に
振
舞
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
の
中
で
あ
る
。

然
し
本
當
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
濁
立
精
神
と
反
對
で
は
な
い
。
寧
ろ
本
當
の
凋
立
精
神
、
自
治
精
神
を
基
礎
と
し
て
そ
こ
に
結
成
さ
れ
る

マ
マ
（
州
）

強
調
で
あ
り
聯
盟
で
あ
る
、

活
に
於
い
て
、
濁
立
自
治
の

（
仰
）

も
誤
ら
ぬ
と
思
っ
て
ゐ
る
・
」

杢
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

126(18）



け
る
人
間
形
成
的
性
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

星
野
の
社
会
衛
生
思
想
の
基
本
は
、
人
間
の
健
康
は
自
然
環
境
お
よ
び
社
会
的
環
境
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
生
活
の
総
体
が
、
親
か

ら
子
へ
、
子
か
ら
そ
の
子
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
状
態
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
に
お
け
る
社
会
衛
生
の
実

践
の
本
質
は
、
次
世
代
へ
い
か
に
生
活
の
安
定
と
向
上
の
思
想
と
文
化
を
伝
え
る
か
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
星
野
が
「
社

会
衛
生
学
」
よ
り
も
「
衛
生
文
化
」
を
好
ん
で
用
い
た
理
由
も
、
衛
生
活
動
の
創
造
的
側
面
、
相
互
形
成
的
側
面
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意

図
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
星
野
の
考
え
る
社
会
衛
生
活
動
と
は
、
具
体
的
な
衛
生
活
動
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
過
程
で
衛
生
文
化
思
想
の
絶
え
ざ
る
継
承
と
創
造
を
期
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
日
本
の
社
会
衛
生
学
理
論
が
社
会
民
主
主
義
な
い
し
社
会
改
良
主
義
（
漸
進
的
改
革
主
義
）
を
基
調
と

し
て
展
開
し
た
こ
と
は
、
社
会
衛
生
学
の
思
想
的
性
格
に
以
下
の
特
徴
を
与
え
た
。

①
全
体
と
し
て
現
実
主
義
か
つ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
個
別
課
題
に
つ
い
て
の
対
応
に
共
通
す
る
原
則
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

③
社
会
的
不
利
益
者
へ
の
生
活
保
障
の
観
点
は
明
確
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
一
般
的
原
則
と
し
て
、
個
人
の
生
活
自
立
へ
の
自
覚

と
生
産
に
お
け
る
一
定
の
努
力
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。

④
研
究
や
実
践
の
対
象
が
主
に
「
都
市
生
活
」
を
基
盤
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
地
域
間
格
差
、
と
く
に
地
方
農
村
の
健
康
課

題
や
集
団
内
の
個
別
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

②
「
階
級
」
概
念
は
認
識
さ
れ
て
い

の
民
主
化
が
指
向
さ
れ
て
い
た
。

五
、

か
つ
た
。 結

概
念
は
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
階
級
闘
争
的
認
識
は
概
し
て
希
薄
で
あ
り
、
む
し
ろ
階
級
間
協
調
に
よ
る
階
級
間
権
力
関
係

雪流
凹【_1
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謝
辞
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
の
多
田
羅
浩
三
教
授
の
ご
懇
切
な
ご
指
導
を
え
た
・
こ
こ
に
謝
意
と
と
も
に

記
し
て
念
と
す
る
。

た
だ
し
、
③
の
性
格
を
示
し
た
点
が
、
近
代
日
本
の
社
会
衛
生
学
に
「
自
治
」
精
神
を
内
在
化
さ
せ
、
星
野
鐵
男
の
実
践
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
衛
生
活
動
が
大
衆
の
自
己
形
成
機
能
や
文
化
形
成
機
能
を
内
包
す
る
視
点
を
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
が
、
単
に
社
会
衛
生
学
の
展
開
過
程
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
派
生
的
な
現
象
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
衛
生
思
想
の

特
質
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
の
か
は
即
断
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
本
槁
で
示
し
た
論
点
が
大
正
末
年
代
か
ら
昭
和
初
年
代
の
社
会

衛
生
学
の
盛
況
と
戦
後
公
衆
衛
生
政
策
の
基
本
理
念
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
十
分
論
ず
る
に
値
す
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
思
想
的
特
徴
は
、
日
本
の
社
会
衛
生
思
想
お
よ
び
社
会
衛
生
学
が
結
果
的
に
は
日
本
の
衛
生
行
政
制
度
や
医
療
制
度
を
そ
の
基

底
か
ら
変
革
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
規
定
し
た
要
因
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
論
的
な
蓄
積
が

図
ら
れ
て
い
た
時
期
に
工
場
労
働
者
の
罹
患
状
況
が
好
転
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
し
て
、
そ
の
理
論
は
「
現
実
的
」
で
す
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
４
）
橋
本
正
己
「
公
衆
衛
生
現
代
史
論
」
、
光
生
館
、
東
京
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）
。

（
５
）
三
浦
豐
彦
『
労
働
と
健
康
の
歴
史
」
第
四
巻
、
労
働
科
学
研
究
所
、
神
奈
川
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）
。

（
６
）
川
上
武
・
医
学
史
研
究
会
編
「
医
療
社
会
化
の
道
標
」
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
五
年
）
。

（
７
）
西
欧
に
お
け
る
養
生
論
や
衛
生
論
が
「
衛
生
学
」
と
し
て
成
立
し
え
た
過
程
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
一

註
・
文
献

（
１
）
聾
媚
四
’
一
弩
．
国
・
画
部
、
弓
吊
室
三
○
印
（
）
耳
ご
旦
西
望
哩
①
ロ
①
．
ｍ
三
一
①
言
］
（
罵
言
①
冒
鴛
一
目
房
旦
昏
の
西
誘
ｇ
曼
具
旨
①
島
の
旨
の
』
即
龍
甲
鴎
」
〕
己
困

（
２
）
シ
ｇ
ハ
①
ユ
白
①
の
ご
》
両
．
国
・
哩
軍
哩
四
酋
吊
ヨ
甸
畠
二
８
．
屍
勗
‐
屍
浅
．
國
戸
皀
里
旨
旦
昏
の
函
尉
３
２
９
三
①
ｇ
ｏ
ヨ
①
、
隠
坤
］
弓
ｌ
］
詔
．
ら
あ
．

（
３
）
函
〕
ゆ
め
］
］
》
⑦
．
即
重
｝
国
冨
め
ゆ
Ｃ
Ｑ
巴
冨
①
巳
の
ご
亀
シ
⑦
①
ロ
２
月
シ
景
芦
一
湧
耐
（
監
牙
①
（
〕
（
）
ロ
の
①
耳
．
配
匡
二
①
言
〕
ａ
号
の
国
厨
弓
旨
‐
く
（
弓
冨
①
＆
（
》
旨
①
、
皆

つ
『
↑
ｌ
『
四
四
．
』
や
↑
『
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（
Ｂ
）
⑦
具
厨
討
冒
》
シ
”
豆
め
い
○
Ｎ
一
己
①
國
賢
四
①
ロ
①
．
号
扁
冨
①
号
○
口
①
『
〕
》
Ｐ
匡
碕
画
す
①
ご
昌
己
凶
の
一
①
．
国
○
三
三
ぐ
（
侭
①
一
・
Ｆ
①
旨
圃
揖
》
己
弓
↑

（
Ｍ
）
Ｑ
‐
昌
冨
丘
国
ゞ
シ
・
“
四
）
弓
画
印
昌
牌
自
己
言
（
）
函
巨
ｑ
の
ぎ
①
］
〕
乏
貝
め
○
Ｎ
国
一
①
西
》
嘱
吊
ロ
蝿
．
函
理
智
の
昌
的
の
弓
①
詞
三
三
⑳
、
罵
言
．
曽
轆
ご
童
．
ご
聾
）
圃
国
房

甸
禺
言
）
ざ
四
の
．
ぐ
の
愚
こ
の
壷
①
冒
囚
胃
ｂ
言
‐
①
く
（
）
己
Ｑ
①
弓
、
ｏ
侭
画
一
の
ご
因
の
園
一
の
言
］
一
侭
の
。
Ｑ
閏
ョ
①
］
易
。
｝
〕
曾
昌
目
①
二
【
国
三
舎
①
一
房
．
竺
印
⑦
日
．
＆
“
ぬ
①
ユ
①
〕
‐

⑱
○
凶
邑
①
口
巨
＆
旨
冒
自
己
号
【
印
○
凰
竺
２
国
厨
蔚
邑
の
．
皆
侭
巨
牌
雷
刷
ｇ
雪
煙
丘
ゞ
画
の
１
旨
ら
届
．

（
略
）
尿
四
目
》
］
・
即
巴
ロ
①
『
印
○
国
屋
ご
ぬ
国
鳥
ｇ
①
ｇ
〕
庁
曾
乱
の
三
四
具
島
①
目
‐
号
①
厨
］
融
庁
三
目
目
①
こ
こ
員
匡
一
①
厚
］
ざ
三
目
胴
①
旨
①
ゆ
め
（
）
薗
邑
耳
哩
①
］
爵
‐

の
｝
〕
①
己
の
①
日
昌
四
易
．
冨
冒
言
彦
①
コ
ョ
①
ｇ
函
一
三
切
巳
吊
夛
さ
９
５
］
扇
旦
冒
崗
黙
蔚
。
．
弓
“
己
匡
．
こ
ぐ
（
）
弄
釦
面
壁
恒
①
。
の
○
ロ
①
『
⑳
①
一
①
弄
庁
弓
①
呂
愈
脇
①
『
号
閨
唱
①
』
‐
〕
①
．

（
岨
）
シ
の
ｇ
〕
四
，
》
Ｆ
恥
二
国
⑳
昌
鴛
の
（
）
園
一
四
一
の
函
）
『
四
①
ロ
①
昌
己
言
昂
印
○
二
の
計
の
胴
里
Ｒ
冷
す
①
二
葛
①
ａ
の
見
圃
の
詳
駕
言
萬
庁
曽
Ｈ
’
四
》
討
唱
①
ロ
の
巨
貝
一

（
Ⅲ
）

（
、
）

（
８
）

へ
９
）

胃
口
帛
①
一
《
匡
○
弓
め
｝
白
’
印
。
｝
鼻
］
①
諄
の
国
《
』
や
つ
い

法
論
と
し
て
は
、

シ
ｇ
ハ
四
宮
昂
の
三
◇
（

詞
Ｏ
ｇ
５
巨
〆
］
・
少
．

○
①
〉
勺
四
国
抄
一
酌
酌
醒

甸
（
昌
月
四
匡
再
》
ン
．
即

で
こ
一
コ
〕
○
口
四
］
門
の
一
○
一
」

⑦
匡
心
吋
旨
》
］
．
唖
三
国
円

』
、
畠
“
）
一
℃
四
吋
一
少
崖

八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
影
響
に
よ
る
人
間
の
自
然
法
則
へ
の
従
属
性
の
主
張
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
観
念
学
派
に
よ

る
唯
物
論
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
改
革
の
喚
起
で
あ
る
。
第
三
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
台
頭
に
よ
る
自
己
防
衛
的

社
会
条
件
整
備
の
運
動
の
展
開
で
あ
る
。
第
四
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
内
戦
外
戦
に
よ
る
軍
隊
の
兵
力
保
持
・
増
強
の
必
要
性
で
あ
る
。

第
五
は
、
都
市
居
住
や
集
団
生
活
に
伴
う
疾
病
の
同
時
多
発
性
へ
の
着
目
で
あ
る
。
第
六
は
、
経
済
的
・
階
級
的
格
差
に
と
も
な
う
居
住
状

態
・
栄
養
状
態
の
相
違
が
及
ぼ
す
健
康
状
態
や
疾
患
の
罹
患
率
へ
の
影
響
の
推
定
で
あ
る
。
第
七
は
、
諸
種
の
自
然
的
環
境
条
件
が
健
康
状

態
や
疾
患
の
様
態
に
あ
た
え
る
影
響
の
実
証
で
あ
る
。
衛
生
学
か
ら
「
社
会
衛
生
学
」
と
い
う
新
た
な
領
域
概
念
、
な
い
し
は
方
法
概
念
が

派
生
す
る
過
程
で
は
、
前
述
の
諸
条
件
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
第
二
、
第
五
、
第
六
の
条
件
に
規
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
具
体
的
方

法
論
と
し
て
は
、
統
計
学
的
手
法
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

勺
〔
肖
賦
》
」
唾
一
睡

シ
・
即
画
》
嘱
諒
ロ
①
〔
苛
め
で
①
勗
○
冒
〕
巾
の
冒
心
９
９
（
〕
の
①
の
め
い
三
×
言
巴
四
三
①
⑳
の
ご
’
○
昌
昌
』
①
の
２
９
円
国
庁
昌
①
三
画

、

〕
］
○
こ
『
二
〔
ご
囚
昴
〔
一
①
宮
，
①
写
吊
昌
『
行
ユ
心
ぐ
里
○
で
冒
己
①
』
詳
旦
の
○
①
の
四
魚
①
の
庁
ご
『
扇
．
碗
．
ロ
こ
め
畠
（
）
二
》
勺
曽
‐
厨
．
］
唾
一
一

～

三
国
心
ユ
①
Ｑ
｝
吊
與
）
ｇ
里
①
Ｆ
幽
戸
白
、
Ｑ
の
Ｑ
］
ろ
め
Ｏ
ｇ
巴
①
里
盲
目
小
口
①
ｇ
呂
吊
の
○
凰
巴
誘
扁
．
⑦
四
Ｎ
２
房
三
の
ユ
①
Ｑ
］
吊
旦
①
帛
）
巴
‐
耐

○
℃

弓
一
誌
の
①
ａ
①
の
○
二
の
○
日
，
的
ロ
○
二
吋
茜
Ｑ
〕
禺
胃
’
①
〔
室
昌
唱
①
国
の
（
官
‐
①
、
の
己
融
の
里
⑳
（
）
具
①
〕
〕
匡
①
房
旨
コ
ョ
①
禺
屍
（
弱
）
．
ロ
①
丙
揖
己
（
）
匡
〆
２

Ｊ

の
］
計

庶
一
｛
〕
き
計
ロ
一
望
①

（
三
日
呂
巨
ゞ
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（
円
）

ヘ
ハ
Ⅱ
ｖ
一

一
○
／
］
｝

へ
割
Ｉ
上
一

戸
、
／
〕
、

（
理
）
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
」
部
局
史
二
、
五
五
頁
～
五
八
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
七
（
昭
和

へへへへへ
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富
士
川
瀞
「

治
四
二
年
）
。

屑
の
ご
圃
両
》
］
や
い
い

固
め
ｇ
閏
ゞ
シ
》
の
昌
員
言
朋
号
崗
的
自
国
－
２
国
肩
肘
ロ
の
．
○
由
．
冨
昌
①
門
〕
【
四
１
曾
‘
三
昂
．
己
屋
．

二
げ
二
℃
弓
戸
叫
圃
匡
吋
⑦
の
⑳
、
言
の
言
①
Ｑ
①
Ｒ
ｍ
ｏ
凰
里
の
己
国
望
唱
の
国
①
．
二
㎡
豈
印
国
智
］
巳
】
一
旦
］
Ｑ
９
目
与
唱
①
】
］
①
・
今
ご
震
．

国
里
の
『
ゞ
シ
・
》
四
面
昌
醒
肩
『
の
ロ
国
匡
己
彊
①
印
⑦
①
三
里
の
⑩
号
胃
‐
⑳
（
）
磯
亘
①
己
耳
喧
の
ロ
①
曾
函
邑
冨
①
三
国
旨
昌
三
四
属
汚
。
①
停
乞
宅
．
ご
聾
）
圃
邑

豆
○
一
○
四
の
〕
国
①
ぐ
望
一
み
の
『
昌
一
胆
、
弓
届
ぬ
四
〕
砂
の
ゴ
四
津
昌
〕
ｑ
の
①
砂
里
房
旦
〕
四
津
堅
〕
起
哩
の
弓
の
．
、
ｇ
‐
一
言
ゞ
」
④
い
い

Ｐ
①
．
侭
》
国
．
両
困
煙
朋
四
号
旦
哩
の
ロ
①
．
シ
す
ぎ
四
］
己
の
昌
言
侭
①
己
冒
〕
国
四
］
己
一
〕
ロ
９
］
ｑ
閏
国
哩
哩
①
。
①
・
吟
己
麗
．

⑦
〕
’
（
昼
四
宮
］
》
少
．
恥
伊
里
扇
騨
圃
の
圃
匡
『
め
○
Ｎ
国
一
①
二
昌
己
媚
①
ロ
国
昌
一
く
①
己
函
》
碩
耐
。
①
，
平
口
○
詞
冒
昌
一
の
『
．
届
“
【
画
‐
戸
号
の
己
囲
．

国
肖
壷
閏
．
シ
，
》
国
匡
曾
函
昌
‐
目
詳
扇
一
己
席
昌
の
写
の
巨
〆
三
目
ユ
曼
唱
①
ロ
①
冒
己
、
（
昼
①
こ
め
①
①
蝿
の
三
里
．
聾
）
圏
、
二
曼
揖
囚
〕
酎
卑
昂
シ
一
〕
罫
自
己
昌
侭
①
ロ
．
へ

瀧
澤
利
行
「
近
代
川
本
健
康
思
想
の
成
立
」
二
二
三
頁
～
一
三
四
頁
、
大
空
社
、
東
京
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）
。

後
藤
新
平
『
衛
生
制
度
論
」
六
八
八
頁
～
七
○
八
頁
、
後
藤
新
平
、
東
京
、
一
八
九
○
（
明
治
二
三
年
）
・

大
澤
謙
二
「
社
會
的
衞
生
」
『
大
日
本
私
立
衞
生
會
雑
誌
』
第
二
五
六
号
、
一
二
○
頁
～
一
二
七
頁
、
一
九
○
四
（
明
治
三
七
年
）
。

窪
田
静
太
郎
「
社
會
衞
生
」
「
感
化
救
濟
事
業
講
演
集
」
八
七
一
頁
～
八
八
五
頁
、
内
務
省
地
方
局
、
東
京
、
一
九
○
九
（
明
治
四
二
年
）
。

冨
士
川
瀞
「
術
生
學
に
於
け
る
人
類
學
的
及
び
社
會
的
思
想
」
『
大
Ⅲ
本
私
立
衞
生
會
雑
誌
』
第
三
○
九
号
、
六
頁
～
九
頁
、
一
九
○
九
（
明

福
原
義
柄
「
社
會
衞
生
學
』
、
南
江
堂
、
東
京
、
一
九
一
五
（
大
正
四
年
）
。

暉
峻
義
等
『
社
會
衞
生
學
Ｉ
社
會
衞
生
學
上
に
於
け
る
主
要
問
題
の
論
究
ｌ
」
、
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
．

三
浦
豐
彦
「
暉
峻
義
等
労
働
科
学
を
創
っ
た
男
」
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
東
京
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
。

暉
峻
義
等
「
社
會
衞
生
學
」
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
○
年
）
。

川
上
武
・
上
林
茂
暢
編
著
「
國
崎
定
洞
」
、
勁
草
耆
房
、
東
京
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
五
年
）
、
お
よ
び
川
上
武
・
加
藤
哲
郎
・
松
井
坦
編
著

「
社
会
衛
生
学
か
ら
革
命
へ
国
崎
定
洞
の
手
紙
と
論
文
』
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
年
）
。

I_
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年
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（
伽
）
星
野
鐵
男

和
四
年
）
。

（
妬
）
星
野
鐵
男
「
愛
児
の
た
め
に
何
を
爲
す
か
」
九
七
頁
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
金
沢
、
（
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
）
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
年
）

（
妬
）
星
野
鐵
男
『
養
教
育
の
眞
髄
』
一
四
頁
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
金
沢
、
（
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
年
）
。

潔
の
徹
底
」
の
第
一

（
“
）
同
前
、
一
八
七
頁
。

（
蛇
）
同
前
、
七
頁
。

（
媚
）
星
野
鐵
男
『
清
潔
の
徹
底
』
（
引
用
部
分
は
衛
生
文
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
は

潔
の
徹
底
一
の
第
三
篇
と
な
っ
た
）
一
八
六
頁
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
全

（
州
）
川
合
隆
男
「
愛
児
の
た
め
に
何
を
為
す
か
星
野
鉄
男
」
、
生
活
研
究
同
人
会
編
「
近
代
日
本
の
生
活
研
究
庶
民
生
活
を
刻
み
と
め
た
人
々
」

一
二
五
頁
～
一
四
九
頁
、
光
生
館
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
年
）
。

（
伽
）
星
野
鐵
男
「
健
康
増
進
の
た
め
の
知
識
』
七
三
頁
～
七
四
頁
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
金
沢
、
（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
）
、
一
九
二
九
（
昭

（
鞭
）
同
前
、
一
七
頁
。

認
）
國
崎
定
洞
『
社
會
衞
生
學
講
座
」
、
ア
ル
ス
、
東
京
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
、
な
お
、
川
上
・
上
林
編
著
『
國
崎
定
洞
」
二
七
九
頁
～
三

八
○
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同 同 同
一皇一一

月Ij月I」月|j
○､､

大
西
清
治
「
社
會
衞
生
學
と
そ
の
研
究
方
式
」
『
醤
事
公
論
」
第
九
一
七
号
、
一
三
頁
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
年
）
。

片
山
潜
『
都
市
社
會
主
義
』
、
片
山
潜
、
東
京
、
一
九
○
三
（
明
治
三
六
年
）
。

村
上
賢
三
・
木
村
與
一
『
星
野
鐡
男
」
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
金
沢
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）
の
南
原
繁
、
村
上
賢
三
の
履
歴
解
説
に

ト
季
農
％

二
八
五
頁
。

二
八
七
頁
。

分
は
衛
生
文
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
は
－
正
し
い
生
き
方
」
と
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
『
清

一
八
六
頁
、
衛
生
文
化
思
想
普
及
会
、
金
沢
、
（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
）
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
。

（
川
口
市
・
大
阪
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）
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TheEvolutionandCharacteristicsofSocialHygieneinModernJapan

byToshiyukiTAKIZAWA

Thepurposeofthispaperistheclarificationofthetheoryofsocialhygieneanditsconceptionin

moderllsociety・Thetheoryofsocialhygieneinmodernsocietywasmainlyformedbytheinfluenceof

socialdemocracvandthesocialreformmovement.

SocialhygieneinmodernJapanwaspresentedbyGermanyinthemiddleMeijieraandprevailedin

theTaishoera.YoshieFukuhara,GitoTeruokaandTeidoKunisakidevelopedthemainstreamofthe

theoryaboutsocialhygieneinmodernJapan. TheprincipleofsocialhygieneinJapanwasthatthe

targetgroupofsocialhygienicactivities(suchaslaborers,poorpeople,consumersofmedicalserviceand

soon)shouldestablishtheideaofself-govemmentandautonomyofthierlives.Socialsupportstothe

targetgroupwererecognizedascombiningwiththeideaofself－governmentandautonomyoflives.

Someofthoseactivitiesinfluencedbytheprinciplewereperformed.Particularly,theworkof

TetsuoHoshinowasuniqueinshowingthcrelationbetwccnhcalthandhumanculture.Theworkhas

shownthathumanhealthisreflectedinhumanculturalactivities.

Socialhygienewasimportanttothefoundationofintroductionandevolutionofthethoughtsof

publichealth,healthcultureandmedicalinsuranceinmodernJapan.

（
苛
詞
）


